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75和文要旨

網走湖におけるヤマトシジミの産卵及び初期生活史に関

する生態学的研究（英文）

馬場勝寿

網走湖では，過去の約半数の年は，夏の産卵期におけ

る低水温のため産卵・放精が行われなかったと推察され

る。大型浮遊幼生は表層に，小型のものは塩分躍層付近

に分布しており，浮遊幼生時の塩分の必要性に応じた垂

直分布をしている。着底直後の稚貝は泥含量の少ない底

質地点にのみ分布しており，着底と初期生残には砂礫の

底質が必要である。網走湖での初期成長は，南方生息地

での報告よりも著しく遅く，満１年で殻長約 0．6㎜，満

２年で約 2．1㎜までしか成長しない。冷夏の年は産卵さ

れず初期成長も遅いことから，新規加入が不安定で漁獲

対象年齢が高いため，北方生息地における本種の資源管

理は南方よりも厳格に実施される必要がある。

A403 北水試研報　71 １-41 2006

北海道北部に分布するマガレイ資源の特徴とコホート解

析

下田和孝，板谷和彦，室岡瑞恵，星野　昇

石狩湾～オホーツク海に分布するマガレイ資源の漁獲

動向，漁獲物組成および幼魚の密度指数の海域間におけ

る類似性を調べた。日本海における現行の資源評価海域

（初山別地区～稚内地区）の漁獲量は，その南側に位置

する苫前地区と高い正の相関を示した。漁獲物の年齢組

成および年級群豊度は，オホーツク海から石狩湾にかけ

て連続的に変化した。１歳幼魚密度指数は石狩湾とオホ

ーツク海との間で正の相関が認められた。以上の結果，

および過去の標識放流の結果から，石狩湾～オホーツク

海のマガレイ資源を１つの個体群とみなし，資源状態を

評価することが適当であると結論づけた。コホート解析

によると，この資源の動向は，数年に１度の高豊度加入

群の影響が大きかった。

A404 北水試研報　71 43-54 2006

北海道北部産マガレイの耳石輪紋径に基づく「育ち群」判別

第１報　漁獲物の１～３歳における「育ち群」

下田和孝，板谷和彦，室岡瑞恵

石狩湾～オホーツク海にかけて分布するマガレイの育

ち群を，耳石の輪紋径をもとに判別した。１歳秋から３

歳冬にかけてオホーツク海の枝幸漁協で水揚げされた漁

獲物は，91．1％がオホーツク海育ち群， 0．8％が日本海

育ち群であった。稚内漁協で２歳冬に漁獲されたマガレ

イはすべてオホーツク海育ち群と判定され，続く２歳春

の産卵期に日本海の天塩支所～余市郡漁協に水揚げされ

た漁獲物は，86％以上がオホーツク海育ち群であった。

日本海の小平沖と石狩湾で実施した幼魚調査において，

日本海育ち群に相当する個体が採集されたが，これらの

体長は漁獲サイズに達していなかったことから，日本海

育ち群の多くは３歳春以降に漁獲対象になるものと推測

された。

A405 北水試研報　71 55-62 2006

北海道南西部日本海沿岸における海藻植生とキタムラサ

キウニの生殖巣発達の関係（英文）

津田藤典，干川　裕，吾妻行雄，谷口和也

海藻植生とキタムラサキウニの生殖巣発達を消化管内

容物との対応関係で明らかにするため，2001年５月から

８月にかけて，北海道南西部に位置する寿都湾の３地区

（矢追，六条，美谷）で調査を実施した。キタムラサキ

ウニは，各地区においてそれぞれ現存量が高いホンダワ

ラ科褐藻とケウルシグサ（矢追），ケウルシグサとフク

ロノリ（六条），コンブ目褐藻とケウルシグサ（美谷）

を主に摂食して生殖巣を発達させた。生殖巣指数は，ホ

ソメコンブが生育し現存量が高い場所で最も高かった。

生殖巣の発達には海藻の栄養価，食べられやすさ並びに

浅所から供給される流れ藻が影響していると考えられた。

A406 北水試研報　71 63-68 2006
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ホタテガイ貝柱フレークの品質特性に関する研究

秋野雅樹，武田忠明，今村琢磨

通称「貝柱フレーク」は，加熱処理したホタテガイ貝

柱の筋繊維をほぐして製造する新規食品素材である。こ

れは製造方法が簡単で，かつ大量生産が可能なものであ

る。その原料である貝柱には，生鮮，ボイル，冷凍など

の形体がある。貝柱フレークの物性や色調は，原料によ

り大きく異なる。本研究で最初に貝柱フレークの物性や

色調の客観的な評価手法を確立した。そして次に，それ

を指標として，どの原料からでも良好な繊維感を有する

貝柱フレークを調製する技術開発を行った。

A407 北水試研報　71 69-74 2006
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